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１.はじめに 

  環境省の公共用水域水質測定結果によると、猪苗代湖は 3 年連続で最も清澄な

水質(COD 値)を持つ、我が国有数の湖である。本研究では、猪苗代湖の堆積層形

成時の水質・水理環境を明らかにするため、昨年の測線上で柱状採泥し、試料から

得られた分析結果を基に、長瀬川からの流入物質拡散堆積状況や湖底の堆積層

変化、例えば年間の平均堆積速度を算定し、流入土砂量等について検討した。 

2．調査概要 

  図－１は 2005 年 11 月 22 日の音波探査の測線１（基線）上に採泥地点を示した

図であり、図－２はその際に得られた音響データ

を基にした、測線１の縦断面図である。調査地点

については、技術的な問題から水深のやや浅い

場所を選び、且つ堆積層に水理現象などの影響

が考えられる長瀬川河口付近に St.2，St.3 の 2 点、

堆積層が鮮明となると思われる対岸に St.B を設

けた。調査日は 2、3 日の荒天後、湖が静穏となった 2006 年 11 月 

25 日とし、フレーガー柱状採泥、およびスミス・マッキンタイヤグラブ採泥が行われた。

フレーガー柱状採泥、スミス・マッキンタイヤグラブ採泥（大型・小型）を各調査地点

において行った採泥は、調査地点により湖底堆積層の質が違い、岩盤のように固化

している地点においてはどちらかの方法でしか採取できない箇所もあった。 

３．結果及び考察 

St.B，St.2 の 2 点ではフレーガー柱状採泥により約 1m のコアサンプルを 3 本ずつ

採取し、St.2，St.3 の 2 点ではスミス・マッキンタイヤグラブ採泥によりボックスコアを 4

本ずつ分取された。なお、調査地点の水深は、St.B，St.3 では約 60m であり、一方

St.2 は、約 40m であった。 

図－３は St.B で得られた長さ約１ｍの柱状サンプルを半裁し、80～100cm 付近に

着目した図であり、図－４はその柱状サンプルの全体を示した概略図である。堆積

物の粒度組成は 92cm 付近の火山灰層を除いて大きな変化がほとんど認められず、

ほぼ一定して粘土質であり，色の違いで認識できる堆積構造も、細かい縞模様状のものが下位から上位まで連続して

いる。したがって、微細な物質が静かに沈降して堆積したものと思われ、河川の影響(急激な物質の流入等)はさほど無

かったと推測できる。また、堆積構造である細かい縞模様に注目すると、粘土鉱物からなっていると思われるオリーブ

灰色と、生物生産量の多い時期に堆積したと思われる灰黒色の縞の比率が部分によって異なっており、縞の比率の違

いによって内部生産量の変動を表していると思われる。深度 91.5～92.3cm にゴマシオ状を呈する火山灰があり、火山

ガラスの屈折率や特徴的な鉱物種の分析結果、文献１）から沼沢湖テフラと断定できる。この沼沢湖テフラは、5600 年

前（2000 年基準）に噴出したものであり、これより、火山灰層より上位の平均的な堆積速度は 0.16mm/年と得られた。

2005 年の音波探査より得られた音響データの解析・解釈では、ある深度の顕著な反射面を姶良 Tｎテフラ(噴出年代

28,000 年前)によるものと推定し、この反射面上位の層厚から計算した堆積速度を 0.18～0.19mm/年と算定されていた

(cm) 

90 

80 

95 

85 

100 

図－１ 採泥地点 

図－２  基線上の採泥地点 
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図－３  St.B 80－100cm 



が、今回の結果と比較すると、整合的がある。また、73cm 付近に還元条件

下で保存されていたであろう木片が見られたが、採泥時に混入したものと

は考えられず、その当時（推定 4600 年前）に起こった自然現象、例えば洪

水や地震により周囲の木々が河川を介して流入し、たまたま炭化せずに残

ったものではないかと考えられる。さらに、深度 35cm 付近に還元状況下で

保存されていた植物の根が大量に確認された。これは推定 2200 年前であ

るが、上記のような自然現象、もしくは神事のような人間活動の一種、或い

は動物の生命維持活動等によるものではないかと思われる。 

  珪藻群集の分析結果から、珪藻殻の残存量は深度 9cm 付近を境に上

位で多く、また同層準で群集組成も大きく変化しているが、群集組成の変

化はこの１層準でのみ認められ、他の部分での変化は認められなかった。

そして図－４のように深度 8.5ｃｍまでは、ほとんど②、③交互で堆積し、そ

れより上位は①であった。これは珪藻群集組成の変化も対応していると推

測でき、上記で述べた平均的な堆積速度を用いると 500数十年前となり、こ

の頃から猪苗代湖の周辺環境等に大きな変化があったのではないかと考

えられる。 

図－５は St.Ｂにおける堆積層深度約 50cm までの範囲における珪

藻化石の層位毎の約200固体の珪藻から分類された汚濁性別出現率を

示した図である。これより各層で若干ながら変動があることがわかる。 

図－6 は図－5 の値から層位毎に計算された DAIpo 値（（１）式より）

を示した図である。これより層範囲 6 から 5 で顕著な変化が起こった

ことがわかる。すなわち約 8.5cm～9.5cm の堆積層深度を境にし

てそれ以深では DAIpo 値が約 60 であったものがそれ以浅では約

50 の値となっている。すなわち約 600 年前に急に汚濁の程度が

進行したものと思われる。これはその時期から人間活動が活発に

行われ始めたことによるものと推測される。 
DAIpo 値＝50－（1／2）〔好汚濁性種の出現数の和－嫌汚濁

性種（好清水性種）の出現数の和〕 （１） 
４．まとめ 
１）堆積層深度約１ｍまでの堆積速度は沼沢湖テフラを基に

0.16mm／年であることがわかった。 
２）約 600 年前から汚濁が進行し現在までその状況で進んでいることがわか

った。人間活動の開始時期とも考えられる。 
 

今後は、C14 による年代の判定や各層の化学成分分析を行い、より詳細に水

質環境や推理環境など総合的に検討する必要がある。本調査は三洋ﾃｸﾉﾏﾘﾝ株式

会社の協力によって行われた。関係各位に心から感謝申し上げます。 
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図－５  珪藻化石汚濁性別出現率 

図－６  層位毎の DAIpo 値 

図－４  St.B 柱状サンプル概略図 
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